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研究成果の概要（和文）：一般住民の運動器検診を用いて、各種荷重関節の運動器疾患や疼痛が、どの程度ロコ
モティブシンドローム（ロコモ）・要介護状態に影響しているかを評価した。運動器疾患では変形性膝関節症の
みが有意にロコモと関連していた。運動器疼痛では腰痛、股関節痛、膝関節痛でロコモと有意な関連性を認め
た。また、各種関節痛の数もロコモと有意な関連を認め、疼痛関節が1か所増えると2.97倍リスクが増大すると
いう結果であった。縦断でみた後の要介護認定への影響は骨粗鬆症が有意に関連していた。以上から運動器疼痛
をコントロールすることで、ロコモ予防につながる可能性、骨粗鬆症への早期介入にて後の要介護予防につなが
る可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：We evaluated the associations between load-bearing joint diseases and 
locomotive syndrome (LS), and load-bearing joint pains and LS in our cohort study. Only knee 
osteoarthritis was significantly related to LS among load-bearing joint diseases. On the other hand,
 low back pain, hip pain, and knee pain were related to LS among load-bearing joint pain. Moreover, 
the number of load-bearing joint pain affected LS. If one more joint pain increased, the risk of LS 
increased 2.97-fold. Osteoporosis was related to long term care certification (LTCC) in this 
longitudinal study. In conclusion, to control load-bearing joint pains can reduce the risk of LS, 
and earlier treatment invention for osteoporosis can reduce LTCC in the future.

研究分野：整形外科

キーワード： ロコモティブシンドローム　疫学調査　介護予防　住民検診　運動器疾患
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果より、各種運動器疾患よりも運動器疼痛がロコモティブシンドローム（ロコモ）に関連しているこ
とが示された。運動器の変性疾患は加齢に伴い避けては通れないところが大きい。しかしながら運動器疼痛につ
いては医療介入によりコントロールできる可能性がある。本研究の結果から運動器疾患があろうとも運動器疼痛
をコントロールすることができればロコモを予防できる可能性があり、我々医療サイドから、疼痛を軽減させる
ための積極的な介入が有用となる可能性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 我が国は世界でも前例のないスピードで高齢化が進行している。要介護の原因（平成 25年度
調査）として、「骨折・転倒」が 11.8％、「関節疾患」が 10.9％、さらにこれに加え、運動器も
関連するであろう「高齢による衰弱」が 13.4％であり、要介護状態のかなりの部分に運動器が
関連するものと考えられている。日本整形外科学会は 2007年に運動器が原因で介護やそのリス
クが高くなる状態をロコモティブシンドローム（ロコモ）と定義し、さらに、2015年 5月には
ロコモをより早期から予防するため、3 種の簡便なテストによりロコモ度 0 から 2 の 3 段階で
その程度を評価する仕組みを提唱した。現在、これを用いた報告が各地よりなされているが、頻
度の高い腰痛、膝痛に関連したものがほとんどで、股関節や足関節・足部などの他の荷重関節を
含めて総合的にみた報告は少ない。本研究では 1997年より当科で行っている旧宮川村検診を用
いて、股関節や足関節・足部も含めて、総合的にこれらの各部位の運動器疾患がどの程度存在し、
どういった危険因子があり、どの程度ロコモに影響しているかと評価した。また、ロコモが後の
要介護どの程度影響を与えているかも評価を行った。 
 
２．研究の目的 
高まる介護予防、ロコモ予防の必要性から、我々は 2009 年の第 7回検診よりロコモを調査する
ため、ロコモ 25 の問診の聴取や運動機能検査を行ってきた。また、2015 年に「ロコモ度」の概
念が発表されてから行われた第 10回検診以降で「ロコモ度」を測定すべく、ロコモ 25に加え、
2 step test や立ち上がりテストを行っている。また、各種運動器疾患を画像評価すべく、腰椎、
股関節、膝関節、足関節、足部の各種荷重関節の単純Ｘ線撮影を行ってきている。本研究ではこ
れらのデータを用いて、各種荷重関節の代表的な変性疾患がロコモにどの程度影響を与えてい
るのかを調査することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
三重県旧宮川村の基幹医療機関である報徳診療所にて、当該村に在住する 50 歳以上の高齢者を
対象に 2 年に一度、住民検診を行った。検診方法は以下に示す項目の問診と直接検診にて行っ
た。問診表は事前に郵送し、直接検診は報徳診療所で行った。直接検診の検診日は休日を利用し
て 4～6日設定し、対象者にはいずれか 1 日来院していただき、直接検診を行った。 
本研究では第 8－11回に 1度でも参加した 507 名（男性 178 名、女性 329 名、平均年齢 71.0 歳）
を対象としている。 
 
A. 問診項目 
氏名、性別、年齢、検診受診歴、骨折歴（骨折した部位とその原因）、既往歴（高血圧、高脂血 
症、糖尿病、痛風、狭心症、気管支喘息、うつ病、胃潰瘍、十二指腸潰瘍、腎不全、がん、前立
腺肥大など）、関節痛の有無（関節痛の部位と頻度）、運動や仕事について（頻度と強度）、喫煙
歴、アルコール摂取歴、現在の介護度 
 
B. 直接検診項目 
問診（郵送した問診表の穴埋めを行う）、単純 X 線（胸腰椎側面、両股関節正面、両膝荷重位正
面、両足関節荷重位正面、両足荷重医正面）、骨密度（DXA 法）、身体測定（身長、体重、腹囲、
翼幅、握力、血圧、脈拍）、歩行速度（通常歩行速度と最大歩行速度の歩行時間）、歩行状態（ウ
ォークＷay ＭＷ-1000（アニマ株式会社）を用いて歩幅、歩隔など測定）、開眼片脚立位時間（左
右それぞれ何秒か）、5回椅子立ち上がり時間（5 回立ち上がるまでに何秒かかるか）、ロコモ立
ち上がりテスト（40cm 両脚/片脚、30cm 片脚、20cm 片脚、10cm 片脚）step テスト（2 歩幅の
長さ）、大腿四頭筋の筋力測定（アルケア社 Quadriceps Training Machine：QTM） 
 
検診で得られたデータを Excel および File maker pro へ入力し、過去の検診とあわせてデー
タベース化し、下記の解析を行った。 
 
①画像上の各種荷重関節運動器疾患の有病率 
腰椎は腰椎側面単純 X線像で Kellgren ＆Lawrence 分類Ⅱ度以上のものを Lumber spondylosis
（LS）とし、SQ法を用いて椎体骨折（VF）も評価した。変形性股関節症（HOA）、変形性膝関節症
（KOA）も単純 X線正面像を用いて Kellgren ＆Lawrence 分類Ⅱ度以上のものとした。大腿骨寛
骨臼インピンジメント（FAI は 2015 年の日本股関節学会の基準に応じて股関節単純 X 線から判
定した。外反母趾（HV）は足部単純 X線にて HV角 20 度以上のものとした。男女別にその頻度を
算出した。 
 
②ロコモ度の有病率 
ロコモの評価はロコモ 25を用いて、0～6点をロコモなし、7～15 点をロコモ度 1、16～23 点を



ロコモ度 2、24 点以上をロコモ度 3とし、年齢・性別に応じた頻度を算出した。 
 
③各種荷重関節の運動器疾患・疼痛とロコモの関連性 
ロコモの評価は 0～6 点をロコモなし、7～15 点をロコモ度 1、16～23 点をロコモ度 2、24 点以
上をロコモ度 3とし、ロコモ度 1以上をロコモありとして比較検討した。運動器疼痛は腰痛、股
関節痛、膝関節痛、足部足関節痛を過去 1か月に 1日以上持続する場合を各種運動器疼痛ありと
定義した。統計学的検討は年齢・性別を調整したロジスティック回帰分析にて行った。 
 
④各種荷重関節の運動器疾患と要介護の関連性 
要介護認定は初回検診時に問診票で各個人に要介護の有無を聴取した。その後の要介護状態に
ついては地域役場、地域病院の協力のもと、要介護状態発生の有無・時期およびその原疾患を確
認した。初回検診時に要介護状態でなかった 470 名（男性 168 名，女性 302 名）を対象に年齢、
性別、経過観察期間を調整したロジスティック回帰分析で解析を行った。 
 
４．研究成果 
①各種運動器疾患の頻度は LS:57.8%（男性 71.9％、女性 50.2％）, VF:19.4%（男性 20.3％、女
性 18.8％）, HOA:6.0%（男性 4.5％、女性 6.7％）, FAI:29.4%（男性 35.0％、女性 26.4％）, 
KOA:41.3%（男性 27.7％、女性 48.6％）, HV:32.0%（男性 17.5％、女性 39.5％）, OP:20.8%（男
性 5.6％、女性 29.0％）であった。LSでは男性が女性に比べ有意に頻度が高く、KOA、HV、OP で
は女性が男性に比べ有意に頻度が高かった（Fisher の正確検定）。 
 
②ロコモの有病率は 45.6％（男性 45.6％、女性 54.4％）であった。そのうち、ロコモ度 1 は
23.7％（男性 20.8％、女性 25.2％）、ロコモ度 2は 21.9％（男性 14.6％、女性 25.8％）であっ
た。年代別ロコモの有病率は 50 歳代が 20.6％、60歳代が 29.3％、70歳代が 52.6％、80歳以上
で 75.5％と年齢があがるにつれて有病率は上昇していた。 
 
③運動器疾患ではKOAのみが有意にロコモと関連していた（p<0.05、オッズ比1.63）。LS(p=0.06、
オッズ比 1.51)、HOA（ｐ＝0.07、オッズ比 2.35）はロコモとの関連性がある傾向があるものの、
有意な差はなかった。運動器疼痛では腰痛（p<0.001、オッズ比 2.81）、股関節痛（p<0.01、オッ
ズ比 3.16）、膝関節痛（p<0.001、オッズ比 3.38）でロコモと有意な関連性を認めた。また、各
種関節痛の数もロコモと有意な関連を認め（ｐ＜0.001、オッズ比 2.97）、疼痛関節が 1 か所増
えると 2.97 倍ロコモのリスクが増大するという結果であった。 
 
④平均 6.34 年のフォローアップで、470 名中 99名（21.1％）が新たに要介護認定を受けていた。
各種運動器疾患と新たな要介護認定の関係では、骨粗鬆症が後の要介護認定の有意な関連性を
認めていた（ｐ＜0.01、オッズ比 2.44）。各種関節痛と後の要介護認定の関係では有意な関連性
は認めなかったが、足部・足関節痛と関連がある傾向があった（ｐ＝0.10）。 
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 ２．発表標題
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 ２．発表標題

第94回日本整形外科学会学術総会

第94回日本整形外科学会学術総会

第94回日本整形外科学会学術総会

第94回日本整形外科学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

明田浩司、竹上德彦、山田淳一、藤原達彦、西村明展、須藤啓広

西村明展、千賀佳幸、北浦有紀絵、明田浩司、竹上德彦、山田淳一、加藤　公、須藤啓広

竹上德彦、明田浩司、山田淳一、藤原達彦、西村明展、須藤啓広

山田淳一、明田浩司、竹上德彦、藤原達彦、西村明展、須藤啓広

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

変形性足関節症の頻度、関連因子の検討－大台町コホート研究より－

腰痛関連QOL低下に関与する因子－地域住民疫学調査－

変形性腰椎症の半定量的評価法と腰痛との関連性－地域住民疫学調査－

 １．発表者名

慢性腰痛に対する中枢性感作の関与－地域住民コホート調査－
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2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第94回日本整形外科学会学術総会

第94回日本整形外科学会学術総会

第36回日本整形外科学会基礎学術集会

第36回日本整形外科学会基礎学術集会

山田淳一、明田浩司、竹上德彦、藤原達彦、西村明展、須藤啓広

千賀佳幸

北浦有紀絵、西村明展、千賀佳幸、加藤　公、須藤啓広

山田淳一、明田浩司、竹上德彦、藤原達彦、西村明展、須藤啓広

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

地域住民疫学調査における変形性腰椎症と腰痛の関連性

最近20年間における脊椎椎体骨折の変化－地域住民コホート研究－

強剛母趾の有病率と関連因子の検討(第2報)－大台町コホート研究より－

ロコモ度2、3は後の要介護認定発生に影響する－旧宮川村コホート研究より－
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第35回日本整形外科基礎学術集会

Orthopaedic Research Society annual meeting 2020（国際学会）

Akinobu Nishimura, Yoshiyuki Senga, Naoya Ito, Shigeto Nakazora, Akihiro Sudo

長谷川 正裕, Seaman Melissa, Khauv Veronica, 刀根 慎恵, 内藤 陽平, 須藤 啓広

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
第93回日本整形外科学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年
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 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

千賀佳幸、西村明展、須藤啓広

西村明展、千賀佳幸、加藤公、伊東直也、浅沼邦洋、明田浩司、須藤啓広

 ３．学会等名

Relationship between Chronic Ankle Instability and Ankle Osteoarthritis

住民検診による大腿骨寛骨臼インピンジメントの頻度と変形性股関節症との関係

運動習慣と運動器疼痛を取り除くことはロコモティブシンドロームの予防に繋がるか？―旧宮川村コホート研究より―

外反母趾の縦断疫学研究 ―旧宮川村コホート研究より―
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第93回日本整形外科学会学術総会
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第45回日本足の外科学会

第45回日本足の外科学会

第35回日本整形外科基礎学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

西村明展、中空繁登、伊東直也、千賀佳幸、北浦有紀絵、加藤公、須藤啓広

北浦有紀絵、西村明展、中空繁登、千賀佳幸、加藤　公、須藤啓広
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 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

一般住民における外反母趾の縦断研究

一般住民検診における外反母趾角とSAFE-Qの関連について-大台町コホート研究より-

荷重関節の痛みはロコモティブシンドロームに影響を与えるか？－旧宮川村コホート研究より－

一般住民の外反母趾がSAFE-Qに与える影響 -大台町コホート研究より-
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西村明展、須藤啓広
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第28回日本腰痛学会

第28回日本腰痛学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

今野千尋、明田浩司、竹上德彦、山田淳一、藤原達彦、須藤啓広

 ２．発表標題

北浦　有紀絵　西村 明展　千賀　佳幸　須藤 啓広

北浦　有紀絵　西村 明展　須藤 啓広

竹上德彦、明田浩司、山田淳一、藤原達彦、須藤啓広
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 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

慢性腰痛と中枢性感作の関連性：地域住民の横断的疫学調査

ロコモティブシンドロームと荷重関節の運動器疾患、疼痛の関連について ―旧宮川村住民検診より―

ロコモティブシンドロームの進行度と荷重関節の運動器疾患、疼痛、運動機能の関連について　－旧宮川村住民検診より―

腰痛の局在によるQOL評価－山村住民における疫学調査－

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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ISSLS 2021 47th Annual Meeting（国際学会）

ISSLS 2021 47th Annual Meeting（国際学会）
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 １．発表者名

 １．発表者名

Association between Low Back Pain in Activities of Daily Living and Quality of Life: A Population-based Cohort Study.

Radiographic Lumbar Spondylosis Evaluated by a Novel Semi-quantitative Method in a Population Based-cohort Study.

Factors Associated With Low Back Pain-related Quality Of Life: A Population-based Cohort Study

Association Of Central Sensitivity With Chronic Low Back Pain In A Populationbased Cohort Study
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Orthopaedic Research Society Annual Meeting 2019（国際学会）

7th Trienial Asian Federation of Foot and Ankle Surgeons（国際学会）

第132回　中部日本整形外科・災害外科学会・学術集会

第132回　中部日本整形外科・災害外科学会・学術集会

Senga Y, Nishimura A, Ito N, Sudo A

千賀佳幸、西村明展、須藤啓広

竹上德彦、明田浩司、須藤隆夫、岩崎竜也、西村明展、須藤啓広

Takegami Norihiko, Akeda Koji, Sudo Takao, Iwasaki Tatsuya, Sano Tomohiko, Nishimura Akinobu, Sudo Akihiro

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The Prevalence of Hallux Rigidus Excluded Hallux Valgus and Its Risk Factors from Miyagawa Study in Japan

運動習慣はロコモティブシンドロームの悪化を防ぐことができるか？-旧宮川村コホート研究より-

腰痛の局在とQuality of Lifeとの関連性　-山村住民における腰痛疫学調査-

Location of Low Back Pain Affects Quality of Life: Population-Based Study in Japanese Mountain Village
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非特異的腰痛の局在はquality of life に影響を及ぼす-山村住民を対象とした腰痛疫学調査-

慢性疼痛は心理的ストレス反応（psychological stress responses）を引き起こすのか？：地域住民コホートによる腰痛疫学調査

慢性腰痛による心理的ストレス反応（psychological stress responses）の評価：地域住民の腰痛疫学調査

労働世代にロコトレの効果はあるか-三重県企業ロコモ検診より-
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運動習慣と運動器疼痛を取り除くことはロコモティブシンドロームの予防に繋がるか？－旧宮川村コホート研究により－

慢性疼痛は心理的ストレス反応（psychological stress responses）を引き起こす：地域住民による腰痛・頚部痛と関節痛との比較

地域住民における足部の過剰骨・種子骨の発生頻度－旧宮川村コホート研究より－

疫学調査における外反母趾の変遷－旧宮川村コホート研究より－
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地域住民における外反母趾頻度の変遷―旧宮川村コホート研究より―

強剛母趾の疫学調査　旧宮川コホート研究より

運動習慣と運動器疼痛を取り除くことはロコモティブシンドロームの予防に繋がるか？ ―旧宮川村コホート研究より―

慢性腰痛の症状関連因子―山村住民コホートによる疫学調査―
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足関節不安定症は変形性足関節症の原因になりうるか－旧宮川村コホート研究より－

住民検診による寛骨臼形成不全症の頻度

地域高齢者における足関節不安定症の頻度、変形性足関節症との関係－旧宮川村コホート研究より－

外反母趾は母趾での踏み返しが弱まるか？－シート式下肢荷重計を用いた一般住民の荷重解析－
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８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関


